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購
読
の

申
込
み
は

こ
ち
ら
か
ら

　

春
を
探
し
に
ダ
ム
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

―
。
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
は
、「
ダ

ム
を
見
に
行
こ
う
春
号
」
を
リ
リ
ー
ス
し
た
。
全

国
各
地
の
ダ
ム
で
春
に
行
う
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、

ダ
ム
近
隣
の
観
光
地
情
報
も
紹
介
し
て
い
る
の

で
、
ダ
ム
を
巡
る
旅
に
活
用
す
る
▼
イ
ベ
ン
ト
実
施
予
定
の

ダ
ム
情
報
を
紹
介
す
る
。
そ
の
一
つ
が
、秋
田
県
・
成
瀬
（
な

る
せ
）
ダ
ム
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー
（
５
月
～
10

月
）。
工
事
中
の
現
場
内
を
バ
ス
で
走
行
し
、
堤
体
を
下
か

ら
見
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、休
工
中
は
重
機
を
間
近
で
見
学
。

二
つ
に
、
新
潟
県
・
三
国
川
（
さ
ぐ
り
が
わ
）
ダ
ム
の
新
緑

ウ
ィ
ー
ク
（
５
月
下
旬
ご
ろ
）。
青
空
と
ま
ぶ
し
い
新
緑
の

も
と
、
迫
力
あ
る
ダ
ム
の
越
流
を
見
な
が
ら
歩
い
た
数
だ
け

笑
顔
に
な
れ
る
。
た
く
さ
ん
歩
い
た
後
に
は
三
国
川
ダ
ム
カ

レ
ー
の
食
べ
放
題
▼
三
つ
目
は
、広
島
県
の
温
井
（
ぬ
く
い
）

ダ
ム
の
温
井
ダ
ム
水
位
低
下
放
流
（
４
月
～
５
月
）。
日
本

第
２
位
の
堤
を
誇
る
ア
ー
チ
式
ダ
ム
。『
ダ
ム
汁
を
浴
び
に

い
こ
う
！
』
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
管
理
用
階
段
（
し

わ
い
階
段
）
を
開
放
予
定
。
放
流
の
日
程
X
（
旧
T
w
i

t
t
e
r
）及
び
温
井
ダ
ム
管
理
所
H
P
に
て
公
表
中
。
加

え
て
、
栃
木
県
の
川
俣
（
か
わ
ま
た
）
ダ
ム
で
は
「
瀬
戸
合

峡
渡
ら
っ
し
ゃ
い
吊
橋
」
か
ら
深
い
渓
谷
と
ダ
ム
堤
体
を
望

む
絶
景
を
満
喫
。
京
都
府
の
大
野
（
お
お
の
）
ダ
ム
で
は
、

豊
か
な
自
然
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
虹
の
湖
」
遊
歩

道
で
、
水
を
訪
ね
・
花
を
見
・
里
を
訪
ね
る
▼
『
ダ
ム
を
見

に
行
こ
う
春
号
２
０
２
５
』
を
閲
覧
し
、
春
の
訪
れ
・
ダ
ム

と
の
出
会
い
―
春
の
思
い
出
を
ダ
ム
と
と
も
に
創
る
。（
N
）

筆心ひっしん

第
40
回
電
気
通
信
普
及
財
団
賞
授
賞
式
を
開
催

6
部
門
34
件
表
彰
、
新
規
助
成
は
1
1
6
件
2
億
1
1
6
7
万
円

　
公
益
財
団
法
人
電
気
通
信
普
及
財
団
（
守
屋
学
理
事
長
）
は
、

3
月
28
日
、
帝
国
ホ
テ
ル
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
第
40
回
電

気
通
信
普
及
財
団
賞
贈
呈
式
と
2
0
2
4
年
度
助
成
援
助
金
贈

呈
式
を
開
い
た
。
テ
レ
コ
ム
人
文
学
・
社
会
科
学
賞
、
テ
レ
コ

ム
シ
ス
テ
ム
技
術
賞
に
加
え
、
昨
年
度
新
設
し
た
テ
レ
コ
ム
学

際
研
究
賞
な
ど
6
部
門
で
34
件
の
著
作
・
論
文
を
表
彰
。
24
年

度
研
究
調
査
助
成
と
し
て
は
、
通
常
募
集
に
加
え
て
40
周
年
記

念
枠
「
A
I 

時
代
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
」
を
募
集
し
、
合
計
で
新

規
1
1
6
件
・
2
億
1
1
6
7
万
円
、
過
年
度
か
ら
の
継
続

38
件
・
4
8
1
8
万
円
、2
0
2
4
年
11
月
期
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

セ
ミ
ナ
ー
等
開
催
援
助
と
し
て
12
件
・
1
0
6
0
万
円
の
採
択

を
決
定
。
守
屋
理
事
長
か
ら
各
代
表
者
に
賞
状
や
目
録
が
贈
呈

さ
れ
た
。

電
気
通
信
普
及
財
団
賞
受
賞
作
と
受
賞
者

　

電
気
通
信
普
及
財
団
賞
は
、

昭
和
60
年
度
か
ら
情
報
通
信
技

術
の
普
及
、
振
興
を
目
的
に
、

情
報
通
信
に
お
け
る
人
文
学
・

社
会
科
学
的
又
は
工
学
技
術
的

観
点
か
ら
の
優
れ
た
著
作
や
研

究
論
文
を
表
彰
し
て
い
る
。 

同
賞
で
は
若
い
研
究
者
に
対
す

る
奨
励
を
重
視
し
、
社
会
人
部

門
で
は
個
人
あ
る
い
は
少
数
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
研
究
成
果
を
主

な
対
象
と
し
て
い
る
。

　
今
年
は
、テ
レ
コ
ム
人
文
学
・

社
会
科
学
賞
に
26
件
、
同
学
生

賞
に
8
件
、
テ
レ
コ
ム
シ
ス
テ

ム
技
術
賞
に
31
件
、
同
学
生
賞

に
22
件
、
テ
レ
コ
ム
学
際
研
究

賞
に
31
件
、
同
学
生
賞
に
9
件

の
計
1
2
7
件
の
応
募
が
あ

り
、
う
ち
34
件
を
表
彰
し
た
。

　
2
0
2
4
年
度
研
究
調
査

助
成
で
は
、
人
文
学
・
社
会

科
学
分
野
と
技
術
分
野
、
両

分
野
に
わ
た
る
研
究
の
3
分

野
で
募
集
。
通
常
枠
1
2
3

件
、
40
周
年
枠
1
3
2
件
の

合
計
2
5
5
件
・
4
億
9
7

5
8
万
1
千
円
の
新
規
助
成

申
し
込
み
が
あ
り
、
こ
の
う

ち
1
1
6
件
・
2
億
1
1
6

6
万
7
千
円
を
新
規
採
択
し

た
。
　
　

　
主
催
者
代
表
と
し
て
守
屋
理

事
長
は
「
財
団
の
創
立
40
周
年

を
迎
え
た
長
い
歴
史
の
節
目
で

受
賞
、
採
択
さ
れ
た
こ
と
は
喜

ば
し
い
こ
と
。
皆
さ
ん
に
は
ぜ

ひ
贈
呈
式
に
参
加
さ
れ
た
感
想

や
受
賞
し
た
お
気
持
ち
な
ど
を

研
究
室
に
戻
っ
て
か
ら
で
き
る

だ
け
多
く
の
研
究
者
に
伝
え
て

い
た
だ
き
た
い
。
今
日
の
受
賞

が
今
後
の
研
究
活
動
の
新
た
な

出
発
点
と
し
て
、
礎
や
糧
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　「
拡
散
モ
デ
ル
―
デ
ー
タ
生

成
技
術
の
数
理
」（
岩
波
書
店
）

で
テ
レ
コ
ム
学
際
研
究
賞
特
例

表
彰
を
受
賞
し
た
株
式
会
社

P
r
e
f
e
r
r
e
d 

N
e

t
w
o
r
k
s 

代
表
取
締
役

最
高
研
究
責
任
者
の
岡
野
原
大

輔
氏
が
受
賞
者
を
代
表
し
て

シ
ョ
ー
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
臨
み
、
あ
る
画
像
に
対
し

て
ラ
ン
ダ
ム
ノ
イ
ズ
を
徐
々
に

当
て
て
い
き
、
完
全
に
ノ
イ
ズ

に
な
っ
た
も
の
を
逆
向
き
に
推

定
し
た
際
に
ノ
イ
ズ
除
去
後
の

画
像
と
元
の
画
像
の
差
分
を
少

な
く
す
る
よ
う
に
学
習
し
た
技

術
で
あ
る
拡
散
モ
デ
ル
に
つ
い

て
紹
介
。「
あ
ら
た
め
て
皆
さ

ん
に
は
御
礼
を
申
し
上
げ
た

い
。
よ
く
生
成
Ａ
Ｉ
の
話
に
な

る
と
ざ
っ
く
り
と
と
い
う
話
題

に
な
る
が
、
今
回
受
賞
対
象
と

な
っ
た
こ
の
本
は
さ
わ
り
だ
け

で
は
な
く
技
術
的
に
も
深
掘
り

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

で
書
い
た
。
ぜ
ひ
興
味
が
あ
れ

ば
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
」
と

呼
び
掛
け
て
い
た
。

　
授
賞
式
の
後
に
は
、
同
財
団

創
立
40
周
年
記
念
行
事
と
し

て
、
N
T
T
代
表
取
締
役
副

社
長
の
川
添
雄
彦
氏
を
招
い

て
「
新
た
な
価
値
の
創
造
と
グ

ロ
ー
バ
ル
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会

の
実
現
―
I
O
W
N
―
」
と
題

し
た
記
念
講
演
を
開
催
。

　
川
添
氏
は
、
N
T
T
が
進

め
る
次
世
代
通
信
基
盤
構
想

「
I
O
W
N
」
や
、
生
成
A
I

を
取
り
巻
く
状
況
や
取
り
組
み

等
を
紹
介
し
、「
技
術
は
ど
う

利
用
す
る
か
を
考
え
る
の
が
重

要
。
A
I
等
に
対
抗
す
る
の

で
は
な
く
、
一
緒
に
や
る
こ
と

で
幸
せ
に
な
れ
る
。
I
O
W
N

を
通
じ
て
叶
え
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。

表彰を受ける受賞者

守屋理事長

今年度助成の採択を受けた研究者ら

D
i
s
t
o
r
t
i
o
n
l

e
s
s 

R
e
s
p
o
n
s
e 

B
e
a
m
f
o
r
m
i
n
g 

f
o
r 

O
n
l
i
n
e 

T
a

r
g
e
t 

S
o
u
r
c
e 

E
x
t
r
a
c
t
i
o
n
」

（
升
山
義
紀
・
東
京
都
立
大

学
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
研
究

科
情
報
科
学
域
博
士
課
程
後

期
3
年
）
▽
「
B
o
o
s
t

i
n
g 

S
p
e
c
t
r
a
l 

E
f
f
i
c
i
e
n
c
y 

W
i
t
h 

D
a
t
a
―
C
a

r
r
y
i
n
g 

R
e
f
e
r

e
n
c
e 
S
i
g
n
a
l
s 

o
n 

t
h
e 
G
r
a
s
s
m

a
n
n 

M
a
n
i
f
o
l
d
」

（
遠
藤
尚
輝
・
横
浜
国
立
大
学

理
工
学
府
数
物
・
電
子
情
報
系

理
工
学
専
攻
電
気
電
子
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
分
野
博
士
課
程
前
期
2

年
）
▽
「
B
i
l
i
n
e
a
r 

G
a
u
s
s
i
a
n 

B
e
l

i
e
f 

P
r
o
p
a
g
a
t

i
o
n 

f
o
r 

M
a
s
s
i

v
e 

M
I
M
O 

D
e
t
e
c

t
i
o
n 

W
i
t
h 

N
o
n

―
O
r
t
h
o
g
o
n
a
l 

P
i
l
o
t
s
」（
伊
藤
賢
太
・

大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
3
年
）

　
　
　
　（

2
面
へ
つ
づ
く
）

　

◆
電
気
通
信
普
及
財
団
賞
受

賞
作
品
と
受
賞
者
は
次
の
通
り

（
代
表
者
の
み
記
載
）。

　【
テ
レ
コ
ム
人
文
学
・
社
会

科
学
賞
】

　
◇
入
賞
：「
オ
ー
プ
ン
技
術

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
戦
略
ー
知
識
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
ー
」（
安
本
雅
典
・

横
浜
国
立
大
学
大
学
院
環
境
情

報
研
究
院
学
府
教
授
、
同
大
学

総
合
学
術
高
等
研
究
院
主
任
研

究
者
）

　
◇
奨
励
賞
：
▽
「
知
識
コ
モ

ン
ズ
と
は
何
か
：
パ
ブ
リ
ッ

ク
ド
メ
イ
ン
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
」 （
西

川
開
・
筑
波
大
学
図
書
館
情
報

メ
デ
ィ
ア
系
助
教
）
▽
「
犯
罪

捜
査
に
お
け
る
情
報
技
術
の
利

用
と
そ
の
規
律
」（
尾
崎
愛
美
・

筑
波
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
エ
ン

ス
系
准
教
授 

）

　【
テ
レ
コ
ム
人
文
学
・
社
会

科
学
学
生
賞
】

　
◇
入
賞
：
▽
「
I
n
t
r
o

d
u
c
i
n
g 

a
n 

〝
i
n

v
i
s
i
b
l
e 

e
n
e

m
y
〟：
A 

c
a
s
e 

s
t

u
d
y 

o
f 

k
n
o
w
l

e
d
g
e 

c
o
n
s
t
r
u

c
t
i
o
n 

r
e
g
a
r
d

i
n
g 

m
i
c
r
o
p
l
a

s
t
i
c
s 

i
n 

J
a
p

a
n
e
s
e 

W
i
k
i
p
e

d
i
a
」 （
F
U 

M
e
n
g

y
u
a
n
・
東
京
大
学
大
学
院

総
合
文
化
研
究
科
広
域
科
学

専
攻
博
士
課
程
3
年
生
ほ
か
）

▽
「
A
m
b
i
d
e
x
t
r
o

u
s 

P
r
o
d
u
c
t 

D
e

v
e
l
o
p
m
e
n
t 

M
a

n
a
g
e
m
e
n
t
：
E
x
p

l
o
r
a
t
i
o
n 

a
n
d 

E
x
p
l
o
i
t
a
t
i
o
n 

i
n 

I
t
e
r
a
t
i
v
e 

I
n
n
o
v
a
t
i
o
n
」（
山

本
将
也
・
筑
波
大
学
大
学
院
人

文
社
会
ビ
ジ
ネ
ス
科
学
学
術
院

ビ
ジ
ネ
ス
科
学
研
究
群
経
営
学

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
博
士
後
期
課

程
2
年
ほ
か
）

　
◇
奨
励
賞
：「
身
体
を
保
護

法
益
と
す
る
抽
象
的
危
険
犯
と

し
て
の
誹
謗
中
傷
等
罪
に
関
す

る
試
案
」（
黒
川
真
輝
・
慶
應

義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
4

年
）▽「
携
帯
電
話
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
に
関
す
る
実
証

研
究
～
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
普
及

モ
デ
ル
を
用
い
た
加
速
期
・
成

熟
期
の
特
定
と
普
及
要
因
の
検

証
～
」（
江
口
修
平
・
九
州
大

学
大
学
院
経
済
学
府
経
済
シ
ス

テ
ム
専
攻
修
士
課
程
1
年
）

　【
テ
レ
コ
ム
シ
ス
テ
ム
技
術

賞
】

　
◇
入
賞
：「
1
6
0 

G
b

a
u
d 

超
級
デ
ジ
タ
ル
コ

ヒ
ー
レ
ン
ト
通
信
用
超
高
速

ド
ラ
イ
バ
集
積
I
n
P
変
調

器
」（
尾
崎
常
祐
・
N
T
T
デ

バ
イ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
主
任
研
究
員
ほ
か
）
▽

「
R
e
c
e
i
v
e 

B
e
a

m
f
o
r
m
i
n
g 

D
e
s

i
g
n
e
d 

f
o
r 

M
a

s
s
i
v
e 

M
u
l
t
i
―

u
s
e
r 

M
I
M
O 

D
e
t

e
c
t
i
o
n 

v
i
a 

G
a

u
s
s
i
a
n 

B
e
l
i

e
f 

P
r
o
p
a
g
a
t
i

o
n
」（
土
井
隆
暢
・
N
E
C

ア
ド
バ
ン
ス
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
研
究
所
研
究
員
ほ
か
）
▽

「
1
・
58 

T
b
p
s 

O
A
M 

M
u
l
t
i
p
l
e
x
i

n
g 

W
i
r
e
l
e
s
s 

T
r
a
n
s
m
i
s
s
i

o
n 

w
i
t
h 

W
i
d
e
b

a
n
d 

B
u
t
l
e
r 

M
a

t
r
i
x 

f
o
r 

S
u
b
―

T
H
z 

B
a
n
d
」（
笹
木
裕

文
・
N
T
T
未
来
ね
っ
と
研

究
所
特
別
研
究
員
ほ
か
）
▽

「
P
r
o
s
o
d
i
c 

F
e

a
t
u
r
e
s 
C
o
n
t
r

o
l 

b
y 

S
y
m
b
o
l
s 

a
s 

I
n
p
u
t 

o
f 
S
e

q
u
e
n
c
e
―
t
o
―

S
e
q
u
e
n
c
e 

A
c
o

u
s
t
i
c 

M
o
d
e
l
i

n
g 

f
o
r 

N
e
u
r
a
l 

T
T
S
」（
栗
原
清
・
日
本
放

送
協
会
放
送
総
局
メ
デ
ィ
ア
開

発
企
画
セ
ン
タ
ー
ほ
か
）

　
◇
奨
励
賞
：
▽
「
P
r
o
j

e
c
t
i
o
n 

M
a
p
p
i

n
g 

u
n
d
e
r 

E
n
v
i

r
o
n
m
e
n
t
a
l 

L
i

g
h
t
i
n
g 

b
y 

R
e

p
l
a
c
i
n
g 

R
o
o
m 

L
i
g
h
t
s 

w
i
t
h 

H
e
t
e
r
o
g
e
n
e
o

u
s 

P
r
o
j
e
c
t
o

r
s
」（
竹
内
正
稀
・
大
阪
大

学
大
学
院
基
礎
工
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
学
生
2
年

ほ
か
）
▽
「
A 

8
1
8
―

4
0
9
4
T
O
P
S
／
W 

C
a
p
a
c
i
t
o
r
―
R
e

c
o
n
f
i
g
u
r
e
d 

C
I
M 

M
a
c
r
o 

f
o
r 

U
n
i
f
i
e
d 

A
c
c
e

l
e
r
a
t
i
o
n 

o
f 

C
N
N
s 

a
n
d 

T
r
a
n

s
f
o
r
m
e
r
s
」（
吉
岡
健

太
郎
・
慶
應
義
塾
大
学
理
工
学

部
専
任
講
師
）

　【
テ
レ
コ
ム
シ
ス
テ
ム
技
術

学
生
賞
】

　
◇
最
優
秀
賞
：「
A 
M
i

n
i
a
t
u
r
i
z
e
d 

M
a
g
i
c
―
T 

U
s
i

n
g 

M
i
c
r
o
s
t
r

i
p
―
t
o
―
C
o
p
l
a

n
a
r 

S
t
r
i
p
s 

T
r

a
n
s
i
t
i
o
n 

a
n
d 

i
t
s 

A
p
p
l
i
c
a
t

i
o
n 

t
o 

a 

R
e
f
l

e
c
t
i
o
n
―
T
y
p
e 

P
h
a
s
e 

S
h
i
f
t

e
r
」（
田
村
成
・
横
浜
国
立
大

学
大
学
院
理
工
学
府
数
物
・
電

子
情
報
系
理
工
学
専
攻
博
士
課

程
後
期
3
年
生
）

　
◇
入
賞
：「
C
a
u
s
a
l 

a
n
d 

R
e
l
a
x
e
d
―
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電
気
通
信
普
及
財
団
賞
受
賞
作
と
受
賞
者

　（
1
面
か
ら
つ
づ
き
）

　

▽
「
B
a
s
e 
S
t
a

t
i
o
n
―
D
r
i
v
e
n 

P
A
P
R 

R
e
d
u
c
t
i

o
n 

M
e
t
h
o
d 
U
t

i
l
i
z
i
n
g 

N
u
l
l 

S
p
a
c
e 

f
o
r 

M
I
M
O
―
O
F
D
M 

S
y

s
t
e
m
s 

W
i
t
h 

A
m

p
l
i
f
y
―
a
n
d
―
F
o

r
w
a
r
d 

R
e
l
a
y
i

n
g
」（
梯
明
日
翔
・
東
京
理
科

大
学
大
学
院
創
域
理
工
学
研
究

科
電
気
電
子
情
報
工
学
専
攻
博

士
前
期
課
程
2
年
）
▽
「
A 

F
o
r
m
u
l
a
t
i
o
n 

o
f 

t
h
e 

T
r
i
l
e
m

m
a 

i
n 

P
r
o
o
f 

o
f 

W
o
r
k 

B
l
o
c
k
c
h

a
i
n
」（
中
井
大
志
・
京
都
大

学
大
学
院
情
報
学
研
究
科
後
期

博
士
課
程
1
回
生
）

　
◇
奨
励
賞
：「
E
x
p
e
r

i
e
n
c
e
： 

P
r
a
c
t
i

c
a
l 

C
h
a
l
l
e
n
g

e
s 

f
o
r 

I
n
d
o
o
r 

A
R 

A
p
p
l
i
c
a
t
i

o
n
s
」（
山
口
隼
平
・
大
阪
大

学
大
学
院
情
報
科
学
研
究
科 

博
士
後
期
課
程
3
年
）
▽
「
絶

縁
型
Φ
2
n
級
D
C 

―
D
C

コ
ン
バ
ー
タ
の
開
発
と
そ
の
評

価
」（
塩
野
友
也
・
千
葉
工
業

大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
機
械

電
子
創
成
工
学
専
攻
修
士
課
程

1
年
生
）

　【
テ
レ
コ
ム
学
際
研
究
賞
】

　
◇
入
賞
：「
V
i
s
P
h
o

t
o
： 
P
h
o
t
o
g
r
a
p

h
y 

f
o
r 
P
e
o
p
l
e 

w
i
t
h 
V
i
s
u
a
l 

I
m
p
a
i
r
m
e
n
t
s 

v
i
a 

P
o
s
t
―
P
r
o

d
u
c
t
i
o
n 

o
f 
O
m

n
i
d
i
r
e
c
t
i
o
n

a
l 

C
a
m
e
r
a 

I
m
a

g
i
n
g
」（
平
林
直
樹
・
大
阪

府
立
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

電
気
・
情
報
系
専
攻
ほ
か
）
▽

「
I
n
t
e
r
n
e
t 

S
e
r

v
i
c
e 

P
r
o
v
i
d
e

r
s
、
a
n
d 

I
n
d
i
v
i

d
u
a
l
s
、 

A
t
t
i
t

u
d
e
s
, 

B
a
r
r
i
e

r
s
, 

a
n
d 

I
n
c
e
n

t
i
v
e
s 

t
o 

S
e
c
u

r
e 

I
o
T
」（
藤
田
彬
・
国

立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研

究
機
構
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
研
究
所
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
研
究
室
主
任
研
究
員
ほ

か
）
▽
「
D
e
c
i
s
i
o
n 

u
n
c
e
r
t
a
i
n
t
y 

a
s 

a 

c
o
n
t
e
x
t 

f
o
r 

m
o
t
o
r 

m
e
m

o
r
y
」（
小
笠
希
将
・
情
報
通

信
研
究
機
構
未
来
I
C
T
研

究
所 

脳
情
報
通
信
融
合
研
究

セ
ン
タ
ー
研
究
員
ほ
か
）

　
◇
奨
励
賞
： 「
A
I
採
点
シ

ス
テ
ム
が
変
え
る
大
学
入
試
」

（
石
岡
恒
憲
・
独
立
行
政
法
人

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
研
究
開
発

部
部
長
／
教
授
）
▽
「
A
n
a

l
y
t
i
c
a
l
l
y 

T
r

a
c
t
a
b
l
e 

M
o
d
e

l
s 
f
o
r 

D
e
c
i
s
i

o
n 
M
a
k
i
n
g 

u
n

d
e
r 
P
r
e
s
e
n
t 

B
i
a
s
」（
赤
木
康
紀
・
日

本
電
信
電
話
株
式
会
社
人
間
情

報
研
究
所
研
究
員
ほ
か
）
▽

「
L
y
r
i
c 

A
p
p 

F
r
a

m
e
w
o
r
k
: 

A 

W
e
b

―
b
a
s
e
d 

F
r
a
m
e

w
o
r
k 

f
o
r 

D
e
v
e

l
o
p
i
n
g 

I
n
t
e
r

a
c
t
i
v
e 

L
y
r
i
c

―
d
r
i
v
e
n 

M
u
s
i

c
a
l 

A
p
p
l
i
c
a
t

i
o
n
s
」（
加
藤
淳
・
国
立
研

究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合
研

究
所
主
任
研
究
員
）

　
◇
特
例
表
彰
：「
拡
散
モ

デ
ル
－
デ
ー
タ
生
成
技
術
の

数
理
」（
岡
野
原
大
輔
・
株
式

会
社
P
r
e
f
e
r
r
e
d 

N
e
t
w
o
r
k
s
代
表
取

締
役
最
高
研
究
責
任
者
）
▽ 

「
A
I
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
：

未
来
を
変
え
る
あ
な
た
へ
」（
美

馬
の
ゆ
り
・
公
立
は
こ
だ
て
未

来
大
学
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
部

教
授
）

【
テ
レ
コ
ム
学
際
研
究
学
生
賞
】

　
◇
最
優
秀
賞
：「
E
m
o

B
a
l
l
o
o
n 

―
C
o
n

v
e
y
i
n
g 

E
m
o
t
i

o
n
a
l 

A
r
o
u
s
a
l 

i
n 

T
e
x
t 

C
h
a
t
s 

w
i
t
h 

S
p
e
e
c
h 

B
a
l
l
o
o
n
s
」（
青
木

俊
樹
・
東
京
大
学
工
学
部
シ
ス

テ
ム
創
成
学
科
4
年
）

　

◇

入

賞
：「
a
s
E
a

r
s
： 

D
e
s
i
g
n
i
n
g 

a
n
d 

E
v
a
l
u
a
t
i

n
g 

t
h
e 

U
s
e
r 

E
x

p
e
r
i
e
n
c
e 

o
f 

W
e
a
r
a
b
l
e 

A
s
s

i
s
t
i
v
e 

D
e
v
i
c

e
s 

f
o
r 
S
i
n
g
l
e

―
S
i
d
e
d 
D
e
a
f
n

e
s
s
」（
高
木
健
・
東
京
大
学

大
学
院
工
学
系
研
究
科
電
気
系

工
学
専
攻
博
士
課
程
3
年
）
▽

「
リ
ズ
ム
聴
取
で
興
奮
・
快
感
・

内
的
時
間
を
表
す
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
の
も
た
ら
す
共
感
性
の
検

討
」（
石
田
真
子
・
関
西
大
学

大
学
院
総
合
情
報
学
研
究
科
博

士
前
期
課
程
2
年
）

　
◇
奨
励
賞
：「
P
r
I

S
M
―
T
r
a
c
k
e
r
：

A 

F
r
a
m
e
w
o
r
k 

f
o
r 

M
u
l
t
i
m
o

d
a
l 

P
r
o
c
e
d
u

r
e 

T
r
a
c
k
i
n
g 

U
s
i
n
g 

W
e
a
r
a

b
l
e 

S
e
n
s
o
r
s 

a
n
d 

S
t
a
t
e 

T
r
a

n
s
i
t
i
o
n 

I
n
f
o

r
m
a
t
i
o
n 

w
i
t
h 

U
s
e
r
―
D
r
i
v
e
n 

H
a
n
d
l
i
n
g 

o
f 

E
r
r
o
r
s 

a
n
d 

U
n

c
e
r
t
a
i
n
t
y
」（
荒

川

陸
・
C
a
r
n
e
g
i
e 

M
e
l
l
o
n 

U
n
i
v

e
r
s
i
t
y 

P
h
・
D
・

s
t
u
d
e
n
t
）
▽
「
L
i

g
h
t
S
u
b
： 

U
n
o
b
t

r
u
s
i
v
e 

S
u
b
t
i

t
l
e
s 

w
i
t
h 

R
e
d

u
c
e
d 

I
n
f
o
r
m
a

t
i
o
n 

a
n
d 

D
e
c
r

e
a
s
e
d 

E
y
e 

M
o
v

e
m
e
n
t
」 （
西
優
己
・
九

州
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報

科
学
府
修
士
課
程
2
年
）

95
G
H
z
帯
で
長
距
離
・
大
容
量
伝
送
に
成
功

早
大
と
J
A
X
A
、
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
帯
対
応
の
無
線
通
信
シ
ス
テ
ム

　
学
校
法
人
早
稲
田
大
学
（
早

大
、
田
中
愛
治
理
事
長
）
理
工

学
院
の
川
西
哲
也
教
授
の
研
究

グ
ル
ー
プ
と
、
国
立
研
究
開
発

法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
J
A
X
A
、
山
川
宏
理
事
長
）

の
研
究
開
発
部
門
セ
ン
サ
研
究

グ
ル
ー
プ
ら
は
今
般
、
テ
ラ
ヘ

ル
ツ
帯
に
対
応
し
た
無
線
通
信

シ
ス
テ
ム
を
試
作
し
、
４
・
４

k
m
の
距
離
で
、
大
容
量
伝

送
を
可
能
と
す
る
伝
送
速
度
４

G
b
p
s
の
通
信
を
実
現
し

た
。
95
G
H
z
帯
を
用
い
た

大
容
量
通
信
に
お
い
て
世
界
有

数
の
通
信
距
離
を
実
証
し
た
も

の
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。

　
次
世
代
移
動

通
信
シ
ス
テ
ム

B
e
y
o
n
d

５
G
／
６
G

シ
ス
テ
ム
に
お

い
て
は
、
非
地
上
系
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
N
T
N
）
の
大
容
量

通
信
を
行
う
フ
ィ
ー
ダ
ー
リ
ン

ク
の
一
部
を
、
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
帯

を
用
い
た
高
速
通
信
が
担
う
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
、
上
空
と
の
通
信
に
は

X
バ
ン
ド
（
８
G
H
z
帯
）

や
K
a
バ
ン
ド
（
26
G
H
z

～
40
G
H
z
）
が
利
用
さ
れ
て

き
た
が
、
利
用
可
能
な
周
波
数

の
帯
域
幅
が
限
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
伝
送
速
度
は
数
百

M
b
p
s
か
ら
数
G
b
p
s

が
限
界
と
な
っ
て
い
る
。

　
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
高
度

20
k
m
程
度
以
下
の
高
高
度

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
シ
ス
テ
ム

（
H
A
P
S
：
H
i
g
h 

A
l

t
i
t
u
d
e 

P
l
a
t
f

o
r
m 

S
t
a
t
i
o
n
）

や
航
空
機
に
対
す
る
フ
ィ
ー

ダ
ー
リ
ン
ク
に
お
い
て
、
テ
ラ

ヘ
ル
ツ
波
を
含
む
高
い
周
波
数

帯
の
利
用
に
よ
る
伝
送
速
度

の
向
上
を
検
討
。
具
体
的
に

は
、
92
G
H
z
～
94
G
H
z
、

95
G
H
z
～
１
０
０
G
H
z
、

及
び
１
０
２
G
H
z
～

１
０
４
G
H
z
の
周
波
数
に

対
し
て
、
広
帯
域
の
複
数
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

20
G
b
p
s
以
上
の
大
容
量

通
信
を
実
現
で
き
る
。

　
同
研
究
で
は
、
92
G
H
z

か
ら
１
０
４
G
H
z
の
テ
ラ

ヘ
ル
ツ
領
域
ま
で
に
対
応
す
る

ア
ン
テ
ナ
、
送
信
機
及
び
受
信

機
を
試
作
。
長
距
離
通
信
を
担

う
高
利
得
ア
ン
テ
ナ
サ
ブ
シ
ス

テ
ム
は
、
上
空
の
飛
行
体
に
搭

載
可
能
な
小
型
軽
量
の
０
・
３

m
径
カ
セ
グ
レ
ン
ア
ン
テ
ナ

と
、
地
上
局
用
の
１
・
２
m
径

通信実験風景

地上系ネットワークとフィーダーリンク

カ
セ
グ
レ
ン
ア
ン
テ
ナ
を
開
発

し
、
最
大
出
力
を
１
W
と
し

て
設
計
し
た
送
信
機
と
組
合
せ

た
。

　
伝
送
実
験
は
、
周
波
数
帯
を

95
・
３
７
５
G
H
z
～
96
・

６
２
５
G
H
z
（
中
心
周
波
数

9
6
G
H
z
）
に
限
定
し
、
送

信
機
の
空
中
線
電
力
15
W
（
特

定
実
験
試
験
局
で
許
可
さ
れ
る

範
囲
内
の
等
価
等
方
放
射
電
力

（
E
I
R
P
）
対
応
）
に
設
定

し
て
実
施
。

　
実
験
で
は
、
６
階
建
ビ
ル

の
屋
上
（
東
京
都
小
金
井
市
）

か
ら
ス
カ
イ
タ
ワ
ー
西
東
京

（
東
京
都
西
東
京
市
）
ま
で
の

４
・
４
k
m
の
距
離
に
対
し

て
、
帯
域
幅
１
・
25
G
H
z

を
使
用
し
た
シ
ン
ボ
ル
レ
ー
ト

１
G
シ
ン
ボ
ル
／
秒
の
条
件

で
、
変
調
方
式
Q
P
S
K
（
伝

送
速
度
２
G
b
p
s
）
及
び

16
Q
A
M
（
４
G
b
p
s
）
を

用
い
た
伝
送
を
確
認
し
た
。

　
今
後
、
空
中
線
電
力
１
W

の
送
信
機
の
試
作
な
ど
に
よ

り
、
伝
送
距
離
20
k
m
及
び

伝
送
速
度
20
G
b
p
s
の
通

信
機
能
を
実
現
す
る
と
と
も

に
、
H
A
P
S
や
航
空
機
向

け
の
フ
ィ
ー
ダ
ー
リ
ン
ク
に
必

要
な
飛
行
体
へ
の
ア
ン
テ
ナ
追

尾
技
術
の
試
作
と
改
良
を
行

い
、
将
来
的
に
は
通
信
の
大
容

量
化
に
よ
っ
て
、
地
上
で
使
用

さ
れ
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回

線
（
L
A
N
）
レ
ベ
ル
の
高
速

通
信
を
上
空
ま
で
延
伸
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
、
大
規
模

災
害
時
の
広
域
通
信
基
地
局
、

山
間
部
や
離
島
へ
の
高
解
像
度

の
映
像
伝
送
な
ど
、
上
空
の
通

信
網
を
使
っ
た
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
の
創
出
が
期
待
さ
れ
る
と
い

う
。

　
な
お
、
早
稲
田
大
学
は
テ
ラ

ヘ
ル
ツ
帯
に
対
応
し
た
送
受
信

機
の
開
発
、
J
A
X
A
は
テ

ラ
ヘ
ル
ツ
帯
高
利
得
ア
ン
テ
ナ

サ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
担
当

し
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
※
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
帯
：
概
ね

周
波
数
１
０
０
G
H
z
か
ら

10
T
H
z
（
周
波
数
に
し
て
３

m
m
―
30
μ
m
）
の
電
磁
波

領
域
。

　
※
世
界
有
数
の
通
信
距

離
：
従
来
94
G
H
z
を
用
い

た
距
離
２
・
５
k
m
の
通
信

及
び
１
２
０
G
H
z
帯
を
用

い
た
距
離
５
・
８
k
m
の
通

信
を
報
告
。
今
回
の
実
験
で

は
、
95
G
H
z
帯
を
用
い
た

１
G
b
p
s
以
上
の
伝
送
容

量
の
通
信
に
お
い
て
、
４
k
m

を
超
え
る
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
通
信
距
離
を
実
証
。

　
※
B
e
y
o
n
d
５
G
／

６
G
：
普
及
が
進
む
移
動
通
信

シ
ス
テ
ム
第
５
世
代
（
５
G
）

に
対
し
、
次
世
代
シ
ス
テ
ム
と

し
て
B
e
y
o
n
d
５
さ
ら

に
は
第
６
世
代
（
６
G
）
移
動

通
信
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
※
非
地
上
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
N
T
N
：
N
o
n
―
T
e
r

r
e
s
t
r
i
a
l 

N
e
t

w
o
r
k
）：
地
上
、
海
、
空
に

あ
る
移
動
体
を
多
層
的
に
繋
げ

る
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
。

　
※
フ
ィ
ー
ダ
ー
リ
ン
ク
：
地

上
局
を
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て

高
度
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
飛
行
体
や
衛
星
と

の
間
で
通
信
を
行
う
一
対
一
の

通
信
。

　
※
カ
セ
グ
レ
ン
ア
ン
テ
ナ
：

主
・
副
の
反
射
器
を
持
つ
パ
ラ

ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
の
一
種
。

　
※
等
価
等
方
放
射
電
力

（
E
I
R
P
：
E
q
u
i
v
a

l
e
n
t 

I
s
o
t
r
o
p

i
c 

R
a
d
i
a
t
i
o
n 

P
o
w
e
r
）：
送
信
機
が
特

定
の
方
向
に
放
射
す
る
電
力

を
、
等
方
性
ア
ン
テ
ナ
が
全
方

向
に
放
射
す
る
電
力
に
置
き
換

え
た
値
。

A
I
技
術
活
用
総
合
P
F
研
究
等
５
件
採
択

国
交
省
・
国
総
研
、
道
路
政
策
の
向
上
に
役
立
つ
技
術
研
究
開
発

　
国
土
交
通
省
と
国
土
技
術
政

策
総
合
研
究
所
（
国
総
研
）
は

今
般
、
第
53
回
「
新
道
路
技
術

会
議
」（
委
員
長
：
那
須
清
吾

高
知
工
科
大
学
経
済
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
群
教
授
）
に
て
、
令

和
７
年
度
か
ら
３
年
以
内
で
道

路
政
策
の
課
題
解
決
を
目
指
す

研
究
課
題
を
審
査
し
、
デ
ー
タ

循
環
型
交
通
安
全
対
策
、
A
I

技
術
活
用
の
統
合
監
視
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
研
究
な
ど
、
新

た
に
５
件
採
択
し
た
こ
と
を
公

表
し
た
。

　
国
土
交
通
省
道
路
局
で
は
、

「
学
」
の
智
恵
、「
産
」
の
技
術

を
幅
広
い
範
囲
で
融
合
し
、
道

路
政
策
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
平
成
16
年
10
月
よ
り
新
道

路
技
術
会
議
を
設
置
し
て
い
る

が
、
昨
年
10
月
１
日
か
ら
11
月

11
日
ま
で
、
令
和
７
年
度
か
ら

取
り
組
む
技
術
研
究
開
発
の
募

集
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
９
件
の

応
募
が
あ
り
、
今
回
、
新
道
路

技
術
会
議
に
よ
る
審
査
の
結

果
、
５
件
を
決
定
。
採
択
し
た

各
技
術
研
究
開
発
課
題
は
、
新

道
路
技
術
会
議
で
の
審
査
内
容

に
基
づ
き
、
実
施
内
容
の
調
整

等
を
行
っ
た
上
で
、
令
和
７
年

度
の
技
術
研
究
開
発
を
進
め
る

こ
と
に
な
る
。

　
採
択
し
た
研
究
（
研
究
テ
ー

マ
名
と
応
募
時
の
提
案
概
要

等
）
を
次
に
示
す
。

　
◎
生
活
道
路
に
お
け
る
工
・

心
理
・
情
報
学
の
融
合
に
よ
る

デ
ー
タ
循
環
型
交
通
安
全
対
策

の
研
究
（
小
嶋
文
／
埼
玉
大

学
）：
生
活
道
路
の
法
定
速
度

30
k
m
／
h
を
見
据
え
、
工
・

心
理
・
情
報
の
学
際
的
観
点
か

ら
速
度
制
御
に
係
る
心
理
解
明

と
デ
ー
タ
活
用
手
法
を
デ
ー
タ

循
環
型
で
検
討
し
、
物
理
的
デ

バ
イ
ス
の
効
果
的
設
置
方
法
と

適
用
範
囲
拡
大
に
向
け
た
技
術

基
準
の
提
案
、
効
果
予
測
手
法

を
提
案
す
る
。

　
◎
望
ま
し
い
事
業
評
価
の

指
針
策
定
に
む
け
た
研
究
開

発
（
小
池
淳
司
／
神
戸
大
学
大

学
院
）：
諸
外
国
の
最
新
の
事

業
評
価
動
向
を
調
査
し
た
う
え

で
、
事
業
評
価
に
お
け
る
専
門

家
判
断
の
役
割
と
実
施
内
容
を

明
確
に
し
、
社
会
的
効
率
性
と

権
利
の
両
概
念
に
基
づ
く
定

量
・
定
性
的
評
価
手
法
を
取
り

ま
と
め
、
事
業
評
価
担
当
者
向

け
の
「
事
業
評
価
指
針
（
案
）」

を
策
定
す
る
。

　
◎
生
成
A
I
と
深
層
学
習

を
活
用
し
た
斜
面
災
害
リ
ス
ク

評
価
お
よ
び
総
合
監
視
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
開
発
（
安
原
英

明
／
京
都
大
学
）：
A
I
技
術

を
活
用
し
、
潜
在
的
な
災
害
危

険
箇
所
の
特
定
手
法
を
確
立
す

る
。
ま
た
、
多
角
的
な
実
験
を

通
じ
て
地
表
面
傾
斜
計
の
性
能

評
価
を
実
施
し
、
実
際
の
計
測

デ
ー
タ
か
ら
警
戒
レ
ベ
ル
管
理

基
準
値
を
設
定
す
る
。さ
ら
に
、

従
来
型
A
I
と
生
成
A
I
を

駆
使
し
て
斜
面
災
害
の
予
測
、

検
知
、
対
応
の
統
合
監
視
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
開
発
す

る
。

　
◎
製
作
・
施
工
の
合
理
化
に

貢
献
す
る
高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接

合
の
F
R
P
部
材
へ
の
実
用

化
に
つ
い
て
の
技
術
研
究
開

発
（
中
村
一
史
／
東
京
都
立
大

学
）：
F
R
P
部
材
の
高
力
ボ

ル
ト
摩
擦
接
合
で
は
、
F
R
P

の
ク
リ
ー
プ
変
形
に
よ
り
軸
力

が
低
下
す
る
た
め
、
高
い
摩
擦

力
を
確
保
で
き
、
現
場
施
工
も

容
易
と
な
る
高
力
ボ
ル
ト
を
用

い
た
接
合
方
法
を
開
発
し
て
、

一
般
的
な
F
R
P
部
材
の
接

合
方
法
と
し
て
確
率
す
る
。

　
◎
自
律
型
打
音
検
査
装
置
に

つ
い
て
の
技
術
研
究
開
発
（
横

田
有
為
／
東
北
大
学
）：
持
続

可
能
な
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
実
現
の
た
め
、
高
精
度
・
高

効
率
で
安
全
に
ト
ン
ネ
ル
内
壁

の
状
態
を
把
握
す
る
「
自
動
打

音
検
査
」
と
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
が

融
合
し
た
自
律
型
打
音
検
査
装

置
を
開
発
す
る
。
大
学
の
要
素

技
術
と
企
業
の
事
業
実
績
を
基

に
、産
学
連
携
で
の
装
置
開
発
・

実
証
実
験
を
行
う
。

　

◆
無
許
可
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

局
開
設
の
電
波
法
違
反
で
48
日

間
の
従
事
停
止
処
分
―
総
務
省

関
東
総
合
通
信
局
（
高
地
圭
輔

局
長
）
は
、
捜
査
機
関
と
の
共

同
取
締
り
に
よ
り
、
免
許
を
受

け
ず
に
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局
を

開
設
し
た
と
し
て
電
波
法
違
反

の
疑
い
で
摘
発
し
た
、
神
奈
川

県
綾
瀬
市
在
住
の
58
歳
と
東
京

都
八
王
子
市
在
住
の
52
歳
の
2

名
を
48
日
間
の
従
事
停
止
の
行

政
処
分
と
し
た
。
処
分
は
3
月

18
日
付
。
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